
 ◆ まちづくり講座（まちづくり研究所/近畿自治体学会 共催） 

   テーマ：「地域からの発信―地方分権から地域分権へ」  

   講 師：高橋寛治さん（和歌山県高野町副町長）  

   日 時：２月７日（日） 午後２時から  

   場 所：箕面市文化交流センタ―大会議室（サンプラザ１号館８階）  

       阪急箕面線箕面駅前 072-721-1901  

       http://www.minoh-wave.net/bunka/map/map.html  

   参加費：７００円  

   日 程：２：００ 司会挨拶 / 近畿自治体学会挨拶  

       ２：１５ 高橋さんの講演  

       ３：４５ 講演終了 / 質疑  

       ４：００ 催し終了  

       ４：３０ 意見交換会（別途会費 3,000 円程度）  

   

  小さくてもキラリと光る自治体を目指して、先進的な取り組みの中心を担

ってこられた高橋さんの話は、 

 地域のまちづくりを考える際の大きなヒントを与えてくださいます。  

  高橋さんは、長野県飯田市の職員時代、大変ユニークな取り組みをしてこ

られました。それは、市街 

 地再開発事業をゼネコンとデベロッパーを入れず、地元資本による再開発を

貫き、飯田方式と呼ばれ 

 る手法を作りだした事です。  

  また、飯田市のシンボル・リンゴ並木の再整備にあたっては、並木の保護

にあたってきた中学生を始 

 め、多くの市民が参加したワークショップで、時間をかけて、方向性を検討

し、歩行者優先のコミュニティ 

 道路として生まれ変わらせました。  

  平成の大合併時代に合併しない道を選択し、高野町長になられた後藤太栄

氏が、自らヘッドハンティ 

 ングしたのが、実績豊富な高橋さんだったのです。  

http://www.minoh-wave.net/bunka/map/map.html


  人口４０００人余りの町で、地域の再興を図る様々な施策を展開してこら

れています。  

  昨年、全国に向けて募集したむらづくり支援員には、月額報酬 15万円とい

う条件にも関わらず 160 人を 

 超える応募があり、現在、その事業が展開されています。さらに街並み改良

など、様々な生き残りをかけ 

 た取り組みをされています。今回は、その一端をお聞かせいただきます。  

 ---------------------------------------------------------------  

 参加申込先及びお問い合わせ先  

 まちづくり研究所（藤沢純一）   

 〒562-0025 箕面市粟生外院 1-10-10  

 電話：072-730-7237 携帯：090-8651-1763  

 Ｅメール imagine21@hcn.zaq.ne.jp  

 ----------------------------------------------------------------  
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